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はじめに 

 

点検及び評価の概要について 

 

１ 点検及び評価の対象並びに実施方法 

２ 点検及び評価の方法並びに評価の観点 



３ 教育に関して学識経験を有する者の知見の活用について 

４ 本報告書の構成 





○ 教育委員会の活動状況について 

１ 教育委員会の概要 

（１）教育委員会の位置づけ 

（２）教育委員会の所管事務 

（３）教育委員会委員の職務 

（４）教育委員会委員の構成 



 

２ 教育委員会の主な活動実績 

（１）教育委員会会議の実施 

  ア 開催実績 

 イ 議決の状況

ウ 協議事項 

エ 報告事項 

オ 傍聴者の状況 



（２）移動教育委員会（委員協議会）の実施 

（３）委員協議会（勉強会）の実施 

（４）学校訪問（各種式典への出席、視察等）

（５）学校以外における各種行事への出席

（６）県議会への出席

（７）他の都道府県との連携、情報交換の場への出席



    

３ 活動の評価 

（１）教育委員会会議について 

（２）教育委員会会議以外の活動について

（３）教育委員会活動の情報発信について





○ 教育施策の推進状況について 

   ・ 真理を求め、意欲的に学び、確かな学力を身につけるとともに、豊かな

情操と道徳心を備え、たくましく生きるための健康や体力に満ちた県民を

育成すること。

・ 志と自律心をもち、創造性や個性に富み、生涯にわたって学ぶ県民を育

成すること。

   ・ 正義を愛し、他者を思いやり、共に生きる心や公共の精神に基づく強い

自覚と実践力をもち、人権を尊重する県民を育成すること。

   ・ 命あるものを尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する県民を育成

すること。

   ・ 文化と伝統を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態

度を養うとともに、人類の平和と発展に貢献できる国際性豊かな県民を育

成すること。

柱１ 確かな学力をはぐくみ、個性や能力を伸ばす学校教育の充実

柱２ 豊かな人間性や志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進

柱３ 生涯学習社会の実現をめざす社会教育の推進

柱４ 特色ある県民文化の創造

柱５ いきいきとしたスポーツライフの創造

柱６ 人権尊重精神を育成する教育の推進



柱柱柱柱１１１１    確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力をはぐくみをはぐくみをはぐくみをはぐくみ、、、、個性個性個性個性やややや能力能力能力能力をををを伸伸伸伸ばすばすばすばす学校教育学校教育学校教育学校教育のののの充実充実充実充実    

 

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力のののの向上向上向上向上のためののためののためののための取組取組取組取組のののの推進推進推進推進    

 

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    





 

    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    

 

 





主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    個性個性個性個性やややや能力能力能力能力をををを伸伸伸伸ばすばすばすばす教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    







【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



 



主要施策主要施策主要施策主要施策３３３３    未来未来未来未来をををを拓拓拓拓くくくくキャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    







【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策４４４４    社会社会社会社会のののの変化変化変化変化にににに対応対応対応対応するするするする教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    





    

    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



 



主要施策主要施策主要施策主要施策５５５５    自立自立自立自立やややや社会参加社会参加社会参加社会参加にににに向向向向けたけたけたけた特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの改善改善改善改善・・・・充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    





【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    

 

 



主要施策主要施策主要施策主要施策６６６６    信頼信頼信頼信頼されるされるされるされる教職員教職員教職員教職員のののの確保確保確保確保とととと研修研修研修研修のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

  

 

    



 

 

 

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





主要施策主要施策主要施策主要施策７７７７    安心安心安心安心してしてしてして学学学学べるべるべるべる学校学校学校学校づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組取組取組取組状況状況状況状況】】】】    



    



【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策８８８８    県立高等学校改革県立高等学校改革県立高等学校改革県立高等学校改革のののの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策９９９９    地域地域地域地域にににに開開開開かれたかれたかれたかれた学校学校学校学校づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



柱柱柱柱２２２２    豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性やややや志志志志ををををもってもってもってもってたくましくたくましくたくましくたくましく生生生生きるきるきるきる力力力力をををを培培培培うううう教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

    

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    道徳性道徳性道徳性道徳性をををを養養養養うううう心心心心のののの教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



 

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    自立心自立心自立心自立心をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ体験活動体験活動体験活動体験活動のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    

 

 

 



主要施策主要施策主要施策主要施策３３３３    健健健健やかなやかなやかなやかな心身心身心身心身をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策４４４４    生生生生きるきるきるきる力力力力のののの基礎基礎基礎基礎をををを育育育育てるてるてるてる就学前教育就学前教育就学前教育就学前教育のののの振興振興振興振興    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





主要施策主要施策主要施策主要施策５５５５    家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域・・・・学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける読書活動読書活動読書活動読書活動のののの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    





【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策６６６６    いじめいじめいじめいじめ・・・・不登校問題等不登校問題等不登校問題等不登校問題等のののの解決解決解決解決にににに向向向向けたけたけたけた体制体制体制体制のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



 



 

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





主要施策主要施策主要施策主要施策７７７７    学校学校学校学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力をををを高高高高めるめるめるめる支援体制支援体制支援体制支援体制のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





柱柱柱柱３３３３    生涯学習社会生涯学習社会生涯学習社会生涯学習社会のののの実現実現実現実現をめざすをめざすをめざすをめざす社会教育社会教育社会教育社会教育のののの推進推進推進推進    

 

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    関係機関関係機関関係機関関係機関、、、、団体団体団体団体とのとのとのとの連携連携連携連携・・・・協力体制協力体制協力体制協力体制のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

    

    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    学習情報学習情報学習情報学習情報のののの提供及提供及提供及提供及びびびび学習相談学習相談学習相談学習相談のののの充実充実充実充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策３３３３    学習機会学習機会学習機会学習機会のののの提供及提供及提供及提供及びびびび学習成果学習成果学習成果学習成果のののの活用促進活用促進活用促進活用促進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策４４４４    社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設のののの機能充実機能充実機能充実機能充実・・・・利用促進利用促進利用促進利用促進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



柱柱柱柱４４４４    特色特色特色特色あるあるあるある県民文化県民文化県民文化県民文化のののの創造創造創造創造    

 

    

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    子子子子どものどものどものどもの文化芸術活動文化芸術活動文化芸術活動文化芸術活動のののの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    県立美術館県立美術館県立美術館県立美術館のののの機能充実機能充実機能充実機能充実    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策３３３３    文化財文化財文化財文化財にににに対対対対するするするする理解促進理解促進理解促進理解促進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    





評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策４４４４    伝統文化伝統文化伝統文化伝統文化やややや文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産のののの保存保存保存保存・・・・継承継承継承継承・・・・活用活用活用活用    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



柱柱柱柱５５５５    いきいきとしたいきいきとしたいきいきとしたいきいきとしたスポーツライフスポーツライフスポーツライフスポーツライフのののの創造創造創造創造    

 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの体力向上体力向上体力向上体力向上のののの推進推進推進推進    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



        

    

    

    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの体育体育体育体育・・・・スポーツスポーツスポーツスポーツ活動活動活動活動をををを豊豊豊豊かにするかにするかにするかにする体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり    

 

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    



主要施策主要施策主要施策主要施策３３３３    トップアスリートトップアスリートトップアスリートトップアスリートのののの育成等育成等育成等育成等によるによるによるによる県民県民県民県民ののののスポーツスポーツスポーツスポーツ活動活動活動活動のののの活性化活性化活性化活性化    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

    



    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    





柱柱柱柱６６６６    人人人人権尊重精神権尊重精神権尊重精神権尊重精神をををを育成育成育成育成するするするする教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策１１１１    学校教育学校教育学校教育学校教育におけるにおけるにおけるにおける人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進・・・・支援支援支援支援    

    

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

 

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    



【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】    

    



主要施策主要施策主要施策主要施策２２２２    社会教育社会教育社会教育社会教育におけるにおけるにおけるにおける人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進・・・・支援支援支援支援    

 

【【【【施策施策施策施策のののの基本的基本的基本的基本的なねらいなねらいなねらいなねらい】】】】    

 

    

【【【【施策施策施策施策のののの主主主主なななな取組状況取組状況取組状況取組状況】】】】    

    

【【【【評価評価評価評価・・・・課題課題課題課題】】】】

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育施策教育施策教育施策教育施策にににに関関関関するするするする指標指標指標指標のののの    

達成状況達成状況達成状況達成状況    

 



○　教育施策に関する指標の達成状況

目標達成度について

◎

○

△

▲

※基準値とした年度は□で囲んでいる。

柱柱柱柱１１１１　　　　確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力をはぐくみをはぐくみをはぐくみをはぐくみ、、、、個性個性個性個性やややや能力能力能力能力をををを伸伸伸伸ばすばすばすばす学校教育学校教育学校教育学校教育のののの充実充実充実充実

○○○○確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力のののの育成育成育成育成（（（（PPPP８８８８～～～～11111111参照参照参照参照））））

全国学力・学習状況調査で、平均正答率の全国平均との比較

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成25252525年度年度年度年度）：）：）：）：全全全全てのてのてのての教科区分教科区分教科区分教科区分でででで全国平均全国平均全国平均全国平均をををを上回上回上回上回るるるる

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○家庭家庭家庭家庭でのでのでのでの学習習慣学習習慣学習習慣学習習慣のののの定着定着定着定着（（（（PPPP８８８８～～～～11111111参照参照参照参照））））

学校の授業時間以外に、平日、勉強を全くしない児童生徒の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：ゼロゼロゼロゼロをめざすをめざすをめざすをめざす

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

既に目標を達成している。

目標達成に向けて順調に推移している、または、概ね目標を達成している。

目標達成に向けて、取組の強化が必要である。

目標達成のためには、取組の抜本的改善が必要である。

H23
平成23年度は東日本大震災の影響
で全国調査未実施により比較でき
ない

H20
１教科区分以外は全国平均に達し
ていない

H21
１教科区分以外は全国平均に達し
ていないが、差は着実に縮まって
いる

H19

H22
中学校の２教科区分で全国平均を
上回った

・ふくおか学力アップ推進事業として、児童生徒の学力や
学習状況に課題を有する市町村を学力向上推進強化市町村
に指定し、非常勤講師や学力向上支援チームの派遣、学力
向上の取組への補助金の交付を行った。

・中学校はすべての教科区分において平均正答率の地区間
差が縮減したが、小学校は、２教科区分において地区間差
が縮減していない。

△

－

全ての教科区分において全国平均
に達していない

・強化市町村での取組の推進を図るとともに、支援を求め
る市町村へ積極的に働きかけることにより、目標の達成を
実現していく。

・目標値に向けて推移しているが、小学校に比べ、中学校
の割合が未だに高い状況にある。

・ホームページを活用することで家庭学習の充実を図り、
家庭学習をしない児童生徒の割合の減少に努めていく。

・ふくおか学力アップ推進事業として、学力向上推進強化
市町村を指定し、非常勤講師等の派遣や指導主事の重点派
遣、学力向上の取組への補助金の交付、学校支援プランの
提示などを行った。
・ホームページ「学びの道場」を立ち上げ、啓発資料等の
公募等を行った。
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割
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小 中

※全国学力・学習状況調査の悉皆分の数値を計上

-82-



○○○○高校生高校生高校生高校生のののの海外留学海外留学海外留学海外留学（（（（PPPP12121212～～～～13131313、、、、15151515参照参照参照参照））））

県立高等学校で海外留学した生徒数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成27272727年度年度年度年度）：）：）：）：45454545人人人人

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップのののの実施実施実施実施（（（（PPPP17171717、、、、20202020参照参照参照参照））））

インターンシップを実施している県立高等学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○情報情報情報情報モラルモラルモラルモラルにににに関関関関するするするする指導指導指導指導（（（（PPPP21212121～～～～24242424参照参照参照参照））））

情報モラルに関する指導を実施した学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・目標達成に向けて小学校に対しての指導を徹底するとと
もに、中学校に対しても100％を維持していくことができる
ように継続して指導を行う。

・目標値に向けて順調に推移しているが、生徒の進路実現
を見据えたインターンシップ先の拡大など、発達段階に応
じたキャリア教育の内容の充実が必要である。

・計画的なインターンシップ等の実施や体験的な学習の機
会を取り入れるよう指導することにより、キャリア教育の
充実を図る。特にインターンシップの実施に関しては、未
実施の学校への指導を強化することで目標達成を目指す。

・重点課題研究指定・委嘱校（久留米市立南小・牟田山
中）において、カリキュラムの在り方や指導方法等の実践
的な研究を行い、研究成果の啓発・普及を図った。

・目標値に向けて順調に推移しているが、重点課題研究指
定・委嘱校の研究成果のより効果的な啓発・普及が課題で
ある。

○

○

・インターンシップ促進支援協議会の設置や手引きの発行
の他、進路指導主事研修会において講義を行うなど、学校
における取組の推進を支援した。

・上記説明会及び報告会の参加者拡大のため、広報の工夫
や高校生が参加しやすい日程の設定、内容の改善を行うと
ともに、海外留学を支援する取組の一層の周知に努める。

○

・高校生海外留学説明会、高校生海外留学報告会を実施
し、また高校生海外留学助成金制度を設け、世界に挑もう
とする高校生を物心両面から支援した。

・平成22年度に14人にまで減少した公立高校の留学者数が
平成23年度は24名まで増加することができた。
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○○○○特別支援教育体制特別支援教育体制特別支援教育体制特別支援教育体制のののの整備整備整備整備（（（（PPPP25252525～～～～27272727参照参照参照参照））））

「個別の指導計画」及び「個別の教育支援計画」（卒業後まで一貫した教育支援のためのマスタープラン）

を通常の学級で作成している幼稚園・小・中・高等・中等教育学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○新新新新たなたなたなたな職職職職のののの配置配置配置配置（（（（PPPP28282828～～～～30303030参照参照参照参照））））

副校長、主幹教諭及び指導教諭のいずれかを配置している小・中・高等・中等教育・特別支援学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成30303030年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

※平成20年から配置している。

○○○○県立学校施設県立学校施設県立学校施設県立学校施設のののの耐震化耐震化耐震化耐震化（（（（PPPP31313131、、、、33333333参照参照参照参照））））

県立学校における全体棟数に対する耐震性がある建物の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成27272727年度末年度末年度末年度末）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・順調に目標値に向かって推移しているが、必要な予算確
保が課題である。

・平成23年度末で耐震診断完了。今後も耐震性のない建物
について順次耐震補強や改築工事を実施し、平成27年度ま
でに耐震化完了させる予定である。

・基準値に比べて着実に上昇し、目標値に向けて推移して
いるが、より一層の実態把握の充実や学校間接続の円滑化
を図る必要がある。

・「ふくおか就学サポートノート(引き継ぎシート)」の活
用を促進することで学校間接続が円滑に行われるように努
めるとともに、将来の就学・進学・就労につなげるための
巡回相談の充実を図る。

○

・平成19年３月に策定された県有建築物耐震化対策計画に
基づき耐震診断を実施しており、その結果に基づき、耐震
補強や改築工事等を実施している。

△
・個別の教育支援計画・個別の指導計画の様式例や「特別
支援教育コーディネーターガイド」、「ふくおか就学サ
ポートノート(引き継ぎシート)」を配布した。また、管理
職や特別支援教育コーディネーターに対する研修の充実を
図った。

○
・平成20年度から導入し、以後、計画的な配置を進めてい
るところである。

・主幹教諭の組織横断的な指示・調整によって校務運営の
効率化や課題対応の迅速化が図られる、指導教諭が指導助
言を積極的に行うことで若年教員の授業力が向上するなど
の効果があった。一方、配置の趣旨について理解が不足し
ているなどの課題もみられた。

・配置目的等について更なる周知を図りながら順次配置を
進めるとともに、配置効果を高めるための方策等について
研究・検討を行う。
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○○○○安全安全安全安全にににに関関関関するするするする指導指導指導指導（（（（PPPP32323232～～～～33333333参照参照参照参照））））

交通安全教室（高等学校は二輪車安全教室を含む）を実施している学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○学校評価学校評価学校評価学校評価（（（（PPPP36363636～～～～37373737参照参照参照参照））））

学校関係者評価を実施している学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度・・・・高等学校高等学校高等学校高等学校はははは23232323年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

柱柱柱柱２２２２　　　　豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性やややや志志志志をもってたくましくをもってたくましくをもってたくましくをもってたくましく生生生生きるきるきるきる力力力力をををを培培培培うううう教育教育教育教育のののの推進推進推進推進

○○○○道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育のののの推進推進推進推進（（（（PPPP38383838～～～～39393939参照参照参照参照））））

各地域の道徳教育の中核となる小・中学校教員の養成研修修了者数の累計

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：240240240240人人人人

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・通知文や研修会等により、交通安全教室等の取組を推進
するとともに、県警や交通安全協会との連携や参加体験型
の指導法、予測トレーニング等を取り入れるなど、安全教
育の充実を図る。

・小・中学校では、ハンドブック等の一層の活用促進を図
ることにより学校評価の質の向上を図っていく。また高等
学校では、内容の充実を図るとともに、効果的な活用等に
ついての研究に取り組んでいく。

・平成17年度から開始し、７年間で168名の推進教員を養成
することができたが、今後は養成後の活用の充実を図るこ
とが課題である。

△

・小・中学校では、ハンドブックやリーフレットの作成・
配布、高等学校では「福岡県立学校管理規則」を改正し、
学校関係者評価委員会設置等に関する要項を作成及び全県
立学校に通知するなどして、取組を促進した。

・学校における安全教育の充実について通知を行うととも
に、自転車安全教育指導者講習会や県警・交通安全協会等
と連携した二輪車安全教室等を実施した。

・小学校、高等学校については、目標達成ができなかった
ものの、高い水準を維持しており課題意識の高さが伺え
る。しかし、中学校においては、実施率の向上が見られな
かった。

・毎年度、着実に24名の研修修了者を確保するとともに、
研修修了者については、学校や地域における道徳教育推進
のリーダーとなるよう活用の充実を図る。

・すべての小・中学校及び高等学校において学校関係者評
価を実施している。今後は公表率の向上や、学校経営への
反映等が課題である。

・各教育事務所から小学校２名、中学校２名を選出し、道
徳教育地域指導者研修を年６回開催した。
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○○○○通学合宿通学合宿通学合宿通学合宿のののの実施実施実施実施（（（（PPPP40404040～～～～41414141参照参照参照参照））））

通学合宿（６泊７日）を実施している小学校区数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：198198198198校区校区校区校区

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○食食食食にににに関関関関するするするする指導指導指導指導（（（（PPPP42424242～～～～43434343参照参照参照参照））））

年間指導計画に基づき、教科等と関連させた食に関する指導を実施している学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○薬物乱用防止薬物乱用防止薬物乱用防止薬物乱用防止にににに関関関関するするするする指導指導指導指導（（（（PPPP42424242～～～～43434343参照参照参照参照））））

薬物乱用防止教室を実施している学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○

○

・栄養教諭、学校栄養職員に対する研修の実施や、年間指
導計画の作成、活用に関する協議等を行った。また、栄養
教諭の配置の推進を図った。

・実施校区及び未実施校区による実践交流会を実施し、未
実施校区への周知・啓発等を行った。 ○

・今後とも各教育事務所単位で実践交流会



○○○○小学校小学校小学校小学校とととと幼稚園等幼稚園等幼稚園等幼稚園等のののの連携連携連携連携（（（（PPPP44444444～～～～45454545参照参照参照参照））））

幼稚園・保育所と連携した授業を実施した小学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：80808080％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○不登校対策不登校対策不登校対策不登校対策（（（（PPPP50505050～～～～53535353参照参照参照参照））））

小・中・高等学校で、不登校から、継続して学校に登校できるようになった児童生徒の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：小小小小・・・・中学校 中学校 中学校 中学校 30303030％　％　％　％　高等学校 高等学校 高等学校 高等学校 50505050％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○家庭家庭家庭家庭のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上（（（（PPPP54545454～～～～55555555参照参照参照参照））））

「新家庭教育宣言」を実施した小・中学校の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：100100100100％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・各学校における教育相談体制が確立し、「マンツーマン
方式」の取組などきめ細かな対応を行うことができるよう
になったが、依然として全国の平均値と開きがある。

・事業の成果をリーフレットや実践事例集にまとめ、それ
を活用し、県内の市町村教育委員会、学校等に還元するこ
とで、不登校児童生徒に対する取組の活性化を図る。

◎

・幼稚園の教員研修を実施し、教員の資質向上を図ること
により、幼稚園の役割や幼稚園・保育所・小学校の連携の
必要性等への理解を深めた。また、小学校に対して、幼小
連携についての重要性やその効果、具体的な事例を示した
リーフレットを作成し各種研修会等で活用し、普及・啓発
に努めた。

○
・スクールカウンセラーを全中学校に配置、高等学校等で
は県内の13学区にスクールカウンセラーと訪問相談員を各
１名配置し、教育相談体制の充実を図っている。また、
「不登校児童支援事業」を行い、指導員による休みがちな
小学校児童への登校指導等を行うとともに、「不登校中学
生復帰支援事業」を行い、不登校生徒の学校復帰に向けた
支援を行っていく。

・幼稚園における教員研修だけでなく、小学校に対しても
リーフレットを活用し理解を求めたことにより小学校側の
連携への意識が高まり、目標値の達成につながった。今後
は、連携の内容や質の工夫・改善を図るようにする。

・平成23、24年度重点課題研究指定・委嘱校のテーマに、
「幼児教育と小学校教育との円滑な接続を図るための連携
の在り方」を設定し、宮若市・大川市に委嘱している。実
施率の上昇と内容の工夫・改善を図るため、今後研究の推
進と結果の普及・啓発に取り組んでいく。

・事業の効果、推進方法等についてブロックごとに説明会
を行い、実施校の拡大を図るとともに、ＰＴＡ事業と連携
した啓発活動を展開していく。

・県ＰＴＡ連合会と連携して取り組んだ結果、実施率が大
幅に伸びた。アンケートでは、基本的な生活習慣の改善が
みられ、「ぜひ続けたい」との評価が行われている。この
結果をもとに、未実施ＰＴＡに対し、啓発していく必要が
ある。

○
・福岡県ＰＴＡ連合会が運動に組織的に取り組むＰＴＡ等
に、推進活動費の助成等を行っている。
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柱柱柱柱３３３３　　　　生涯学習社会生涯学習社会生涯学習社会生涯学習社会のののの実現実現実現実現をめざすをめざすをめざすをめざす社会教育社会教育社会教育社会教育のののの推進推進推進推進

○○○○学習情報提供学習情報提供学習情報提供学習情報提供のののの充実充実充実充実（（（（PPPP59595959参照参照参照参照））））

「ふくおか社会教育ネットワーク」ホームページへの訪問件数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：180180180180,,,,000000000000件件件件

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○県立社会教育施設県立社会教育施設県立社会教育施設県立社会教育施設のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP61616161～～～～62626262参照参照参照参照））））

社会教育総合センター、英彦山青年の家、少年自然の家「玄海の家」及びふれあいの家における研修者数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：270270270270,,,,000000000000人人人人

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○県立図書館県立図書館県立図書館県立図書館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP61616161～～～～62626262参照参照参照参照））））

県立図書館における個人による図書貸出冊数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：380380380380,,,,000000000000冊冊冊冊

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・これまでの様々なサービス向上の取組等により、平成26
年度の目標値である380,000冊を達成した。

・今後も県民のニーズを的確に把握し、サービスの充実に
努めるとともに、目標値を再度設定する。

◎

１教科区分以外は全国平均に達して
いない

・社会教育に係る先進的な取組事例等の情報の更新やメー
ルマガジンの配信回数を増加するなど、インターネットに
よる学習情報提供に関する取組の充実を図った。

・情報量や情報内容の充実を図ることにより、県立社会教
育総合センター及び県内関係施設や各種事業、取組事例等
について広く紹介することができた。

１教科区分以外は全国平均に達して
いないが、差は着実に縮まっている

中学校の２教科区分が全国平均を
上回った

H18

H19

H22

H20

H21
・今後とも社会教育に関する様々なデータを集約・整理
し、利用者のニーズに合わせて効率よく情報提供できるよ
う、システム運用の充実を図る。

△

・学校以外の機関へも広報し、利用者が減少する冬季の活
動内容を工夫するなど、広く県民の利用促進を図った。し
かし、耐震工事により、利用が制限され、前年度よりも研
修者数が減少する施設があった。

◎

・県民の学習相談、図書資料・視聴覚資料の提供などの学
習活動支援、親子の共同体験などの子どもの育成支援等を
実施するとともに、多様な団体の研修等での利用の機会と
場所を提供した。

・学校以外の機関へも広報を積極的に行い、利用者のニー
ズにあった事業プログラムを企画するなどにより、新たな
研修者・団体の利用促進を図る。また、平成24年度から、
少年自然の家「玄海の家」において祝日開所を実施する。

・福岡県立図書館情報提供システムを活用した迅速な資
料・情報提供を行い、レファレンス・サービスの充実・強
化に努めたほか、社会情勢や最新の話題に対応した資料の
テーマ展示や、遠隔地貸出・返却サービスの本格実施、貸
出点数を５点から10点に変更するなど、県民サービスの向
上に努め、利用の拡大を図った。

387,166

423,558

284,276
254,637

232,246

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H19 H20 H21 H22 H23

年度

貸
出
冊
数
（

冊
）

226,320

222,977

196,766

242,667

237,593

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H19 H20 H21 H22 H23

年度

研
修
者
数
（

人
）

173,412
158,551

171,384

231,704

252,075

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H19 H20 H21 H22 H23

年度

訪
問
件
数
（

件
）

-88-



○○○○青少年科学館青少年科学館青少年科学館青少年科学館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP61616161～～～～62626262参照参照参照参照））））

青少年科学館の年間入館者数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：310310310310,,,,000000000000人人人人

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

柱柱柱柱４４４４　　　　特色特色特色特色あるあるあるある県民文化県民文化県民文化県民文化のののの創造創造創造創造

○○○○文化部活動文化部活動文化部活動文化部活動のののの推進推進推進推進（（（（PPPP63636363～～～～64646464参照参照参照参照））））

芸術・文化系の部活動に参加している県立高等学校生徒の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：20202020％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○県立美術館県立美術館県立美術館県立美術館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP65656565～～～～66666666参照参照参照参照））））

県立美術館の年間入館者数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：160160160160,,,,000000000000人人人人 【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

・他の美術館と連携して開催する等の工夫により、集客力
を高める取組を検討していく。民間企業との連携による効
果の高い広報や、インターネットを使った日頃からの広報
にも取り組んでいく。

・県民への科学教育の普及・振興、特に青少年の科学への
興味と関心を高め、科学する心を高めるため常設展示だけ
でなく年２回の特別展など様々な事業を実施した。 ◎

・平成23年度中の２回にわたる展示物の更新や小惑星探査
機「はやぶさ」帰還カプセルの特別展示や講演などの実施
により目標年度を待たず目標値を達成した。

・今後も、目標値を継続して上回ることができるよう、利
用者のニーズを把握しながら、さらなる利用者増に努め
る。

◎

○

・平成23年度は夏季に石橋美術館と協同して開催した髙島
野十郎の特集展示により入場者数が増加するなど、他の美
術館との連携により、具体的な成果が見えてきている。今
後は連携方策や広報をより一層充実させていく必要があ
る。

・県高文連に対し、助成金交付や情報提供等の支援を行っ
た。また高校に対しては、サイエンス・パートナーシッ
プ・プロジェクト等、国の事業について情報提供を行うこ
とにより、科学系の活動の活性化に取り組んだ。

・引き続き県高文連や高等学校に対し、情報提供等の支援
を行うとともに、生徒が積極的に芸術・文化系の部活動に
加入し、意欲的に取り組むことができるよう指導者研修会
や各種大会・発表会参加についての案内を行っていく。

・県高文連や高等学校への支援の取組を継続して行い、芸
術・文化系部の活動の成果を発表する機会の拡充を図るこ
とができた。今後とも生徒の多様なニーズに応える活動の
場を確保し､活動の活性化を図ることが課題である。

・県とゆかりの深い作家や作品に焦点をあてた展覧会を実
施するなど、県の芸術振興に寄与するよう努めた。児童・
生徒の鑑賞活動を支援する「スクール・アートバス事業」
により、児童生徒が芸術に関心・興味を持つ機会を提供し
た。
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○○○○九州歴史資料館九州歴史資料館九州歴史資料館九州歴史資料館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP67676767、、、、69696969参照参照参照参照））））

九州歴史資料館の年間入館者数

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：35353535,,,,000000000000人人人人 【これまでの取組】

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○旧福岡県公会堂貴賓館旧福岡県公会堂貴賓館旧福岡県公会堂貴賓館旧福岡県公会堂貴賓館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進（（（（PPPP70707070～～～～71717171参照参照参照参照））））

旧福岡県公会堂貴賓館の年間入館者数

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：4444,,,,800800800800人人人人

【これまでの取組】

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

※平成18・19年度は開館していない。

柱柱柱柱５５５５　　　　いきいきとしたいきいきとしたいきいきとしたいきいきとしたスポーツライフスポーツライフスポーツライフスポーツライフのののの創造創造創造創造

○○○○子子子子どものどものどものどもの体力向上体力向上体力向上体力向上（（（（PPPP72727272～～～～74747474参照参照参照参照））））

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点の県平均値

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成24242424年度年度年度年度）：）：）：）：全国平均全国平均全国平均全国平均をををを上回上回上回上回るるるる

【これまでの取組】

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

※平成18・19年度は実施していない。 ・体力向上に係る取組を継続的にするための基礎資料とな
るデータの集計と分析、児童生徒が運動・スポーツに継続
的に取り組むことができるような場の提供等に積極的に取
り組んでいく。

H22

－

・体力結果分析事業や、中・高等学校運動・スポーツ指導
者セミナー・体力向上実践研究事業・体力向上アシスタン
トティーチャーの派遣・スポコン広場の活用推進等の体育
活動充実改善事業を実施した。

・平成23年度は実施していないが、本県では、各学校や地
域において児童生徒の体力向上に向けた取組を行う必要が
あることから、小中高等学校のすべての児童生徒を対象に
調査を実施している。

H23
平成23年度は震災の影響により実
施していない。

◎

H20

H21

・レストランとしての活用や指定管理者による自主事業な
どの効果により、目標値を達成することができたが、今後
も利用促進に向けた活用方策の検討・企画のより一層の充
実を図る必要がある。

・平成21年９月から、館内の一部をレストランとして活用
開始し、平成22年３月には建築100周年記念イベントとし
て、夜間イルミネーションの点灯を実施した。また、平成
23年度には「オカリナコンサート」など指定管理者による
様々な自主事業を行った。

・入館者に対するアンケート結果を踏まえ、入館者数が向
上するよう、指定管理者と連携・協力した貴賓館の利用促
進及び活用方策の充実に努める。

全国平均に達していない。

△

・目標値の達成には到らなかったが、九州歴史資料館の利
用促進を図るため、今後も、展示内容の充実に努めるとと
もに九歴ボランティアを活用した教育普及活動を推進する
必要がある。

・県内文化財保護の拠点的施設として、本県の通史を紹介
した常設展や発掘調査の成果を紹介する企画展を実施し
た。また、館長講座・九歴講座を開催するとともに、社会
科見学を中心とした博学連携や古代体験など、多彩な教育
普及事業を展開している。

・常設展や講座の内容充実と広報の強化を図り、文化財保
護思想の普及・啓発により一層取り組んでいく。また、開
通400周年を迎える「長崎街道」をテーマとした特別展をは
じめ、魅力的で時宜を得た特別展・企画展を実施し、九州
歴史資料館の利用促進に努める。
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○○○○子子子子どものどものどものどもの運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣のののの定着定着定着定着（（（（PPPP72727272～～～～74747474参照参照参照参照））））

学校の体育の授業以外で、運動やスポーツをしない児童の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：ゼロゼロゼロゼロをめざすをめざすをめざすをめざす

【これまでの取組】

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

※平成23年度は、震災の影響により全国調査が見送られた。

○○○○運動部活動運動部活動運動部活動運動部活動のののの推進推進推進推進（（（（PPPP72727272～～～～75757575参照参照参照参照））））

運動部活動に参加している県立高等学校生徒の割合

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：45454545％％％％

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

○○○○競技競技競技競技スポーツスポーツスポーツスポーツのののの振興振興振興振興（（（（PPPP76767676～～～～78787878参照参照参照参照））））

国民体育大会における本県の男女総合成績（順位）

目標値目標値目標値目標値（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度）：）：）：）：８８８８位以内位以内位以内位以内

【これまでの取組】

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

 年度

・計画的な強化事業の実施、選手の意識改革などにより高
い競技力を維持できている。しかし、子どもたちの発達段
階に応じた適切な指導を行うことができる指導者の育成等
の課題がある。また、一貫指導システムが有効であること
が明らかとなったため、全ての競技において一貫指導シス
テムの構築を図ることが課題である。

・一貫指導システム構築に係る成功事例の紹介等を通し
て、全ての競技団体におけるシステム構築の取組を支援す
る。また、最新のスポーツ医・科学の成果等を活用した指
導法に関する指導者研修会を実施していく。

H19     H20      H21      H22     H23

○

・国体強化に向けた効果的な遠征・合宿事業や、競技力向
上を担う指導者研修会の実施、各競技団体における一貫指
導システム構築の推進等に取り組んだ。

・体力アップシート（運動実践カード）の配布・実践、体
力向上広場（HP)の運営と県大会の開催、「スポコン広場」
ダンスサイトについて対象を小学校まで広げ運動の習慣化
に努めた。 －

・体力アップシートを全児童生徒に配布し、学校に対し活
用の仕方を指導することを通して、家庭や地域での運動の
習慣化を促した。今後も継続して取組を推進していく必要
がある。

・リニューアルした「子どもの体力向上広場」ＨＰについ
て、各学校に対し、内容や活用の仕方の周知を図る。体力
アップシートを経年で記録し、自己の伸びや課題を明らか
にできるように工夫する。

○

・運動部活動生への外部指導者を活用したトレーニング指
導を「体力向上実践研究事業」における実践研究の一つと
して取り組み、その成果の普及・啓発を行った。

・部活動加入率は僅かだが増加傾向にあり、目標値に近づ
いている。しかし、活動の場の保障や、休養日の設定や適
切な活動時間帯等の部活動運営上の改善等の課題がある。

・適切な運動部活動の運営や魅力ある運動部活動の実現の
ために、指導者の意識改革を図るとともに、資質の向上に
努めていく。
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○○○○トップアスリートトップアスリートトップアスリートトップアスリートのののの育成育成育成育成（（（（PPPP76767676～～～～78787878参照参照参照参照））））

全国高等学校総合体育大会入賞数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成25252525年度年度年度年度）：）：）：）：105105105105

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

柱柱柱柱６６６６　　　　人権尊重精神人権尊重精神人権尊重精神人権尊重精神をををを育成育成育成育成するするするする教育教育教育教育のののの推進推進推進推進

○○○○人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進（（（（PPPP79797979～～～～80808080参照参照参照参照））））

人権教育推進の中核となる指導者養成研修を修了した教員の累計人数

目標値目標値目標値目標値（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度）：）：）：）：270270270270人人人人

【これまでの取組】 目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度

【成果と課題】

【今後の取組・見通し】

H23 88

H22 74 ・国内トップレベルのスポーツ指導者等を講師に招聘し、
県内指導者の指導力の向上を図った。更に養成された指導
者を競技団体等に派遣し、中高生への指導を実施した。

・本県指導者がトップレベルの指導技術を習得することが
できた。今後は、研修の受講者を更に拡大していくことが
必要である。

○

・本年度で２年目を迎え、競技団体は本事業の認識も深
まっており、研修を受講したより多くの県内指導者を各競
技団体等へ派遣し、県内ジュニア選手の更なる競技力の向
上を図る。

○
・学校教育活動全体を通して、人権教育を推進するための
企画・立案を行うことのできる指導者の育成を目的として
実施しており、平成23年度までに小・中・県立学校の教員
220名が受講を修了した。

・自校のみならず、学校間や地域の中で実践交流するな
ど、指導力を発揮することが受講者に求められている。

・目標累計人数は、これまでの受講者数から類推すると、
十分に達成することができるが、今後、受講内容のさらな
る充実と、受講後の指導力発揮のための支援等に努めてい
く。
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○ 学識経験者意見 １ 

 

福岡教育大学 教授 石丸 哲史  

 

１ 点検・評価制度について 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 27 条にもとづき、県教育委員

会は積極的に点検及び評価に取り組み、その方法についても改善に努めてこられ

た。今回は、前回に比べさらに具体的かつ客観的なものになっており、点検及び

評価の結果が今後の教育委員会活動や教育施策に十分反映させることができるよ

うになっている。 

「教育委員会の活動状況」、「教育施策の推進状況」及び「教育施策に関する指

標の達成状況」の３項目に関して評価が行われ、従来の文章表現による具体的な

課題指摘型の点検・評価方式に加えて、４段階の基準によって指標の達成状況の

評価も行われた。文章表現によって具体性が、数値による達成度評価によって客

観性が担保されたといえる。また、「教育施策の推進状況」に関する評価の対象

として、【施策の基本的なねらい】に即した取組・事業及び教育庁の所掌事務全

般としていることは、施策自体の合理性や妥当性の検証にもつながり、この点で

も県民への説明責任を果たしている。 

 

２ 教育委員会の活動状況について 

定例会・臨時会及び委員協議会など全国平均をはるかに上回る開催実績や現場

に赴かれる積極的姿勢には、教育委員の関心と意欲を窺うことができ敬意を表す

るものである。 

県民の視点に立った議論を行うことに常に留意され、会議においては、早期か

ら十分な時間をかけ継続的に委員協議会（勉強会）で協議し、事務局に対し今後

の施策の改善点や要望等も示されておられる。また、各種行事への出席や学校視

察などによる教育現場の実態把握や情報収集に努められた。今後も、活発な議論、

教育現場の実態把握及び関係者との意見交換に引き続き努めていただき、県民の

意向を十分に反映した教育行政を展開していただきたい。 

ところで、県民の意向を反映させるためには、教育委員会の活動内容を積極的

に県民に発信しなければならない。これまでに行われてきた情報発信から、県民

との距離感の低減と県民意識に対する敏感な反応が看守できるが、傍聴者が減少

するなど奏功していない部分もある。傍聴者の増減に一喜一憂する必要はないが、

県民の関心を引き付ける手立てを模索することは無益ではない。RSS 配信の活性化

やコメントの受付など、ホームページの充実・改善を引き続き図っていき、あら

ゆるメディアや方法を検討して、教育委員会活動が県民により一層理解され関心

を持ってもらうよう努める必要がある。 
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３ 教育施策の推進状況について 

ア 「平成 23 年度福岡県の教育施策」の５つの基本目標及び６つの柱に対して 

今日的な教育課題を考慮に入れ時代の要請に鑑みた施策であり、理念とビジ

ョンそして取組に一貫性が見られ、基本目標と柱に整合性も認められる。 

イ 主要施策の推進状況に対して 

以下、「柱１ 確かな学力をはぐくみ、個性や能力を伸ばす学校教育の充

実」に焦点を当て、いくつかの施策について管見を申し述べる。 

「主要施策１ 確かな学力の向上のための取組の推進」では、「ふくおか理

数教育推進事業」などが新たに加わり、学力の実態把握と学力向上の取組に傾

注し、基礎的・基本的な知識は概ね定着してきたといえる。しかし、知識を活

用する力に引き続き課題が明らかとなっており、学力の地区間格差についても

縮減しているものの未だ残存することから、今後、改善が求められる。また、

巡回算数・数学強化講座の成果として、学習意欲の高まりが挙げられているが、

どのような評価方法によるものか具体的に記述する必要もあろう。理数教育に

ついては、大学など高等教育機関、研究機関などと連携しながら、取組を深め

ていく必要がある。 

「主要施策２ 個性や能力を伸ばす教育の充実」では、「世界に挑む人材育

成事業」及び「小・中学校統合支援事業」などが新たに加わり、多彩な取組が

展開されている。時代の要請に応えたものであるので、その効果・成果を検証

しながら取組を深めていくことが求められる。とりわけ、世界に挑む人材育成

事業では、グローバル化に求められる我が国の使命と役割を明確にしながら、

事業の目的が達成できるような取組を推進していく必要がある。また、個に応

じたさまざまな指導方法及び指導体制の工夫・改善は、個性や能力の伸長が目

的であるので、工夫・改善の成果も加えた、このような点検・評価の方法を引

き続き行っていただきたい。小・中学校の連携については、一つの中学校に複

数の小学校が属する校区の場合に、小・中学校間の距離等の条件などから、教

員等の共通理解が困難であることが明らかになっている。地域住民ひいては県

民への説明責任を果たすべく、取組校での成果と課題など情報共有を支援し、

市町村教育委員会と連携しながら、引き続き施策構築と取組推進を行っていく

必要がある。 

「主要施策４ 社会の変化に対応する教育の充実」では、情報化や国際化へ

の対応要請など、社会的ニーズに応え時宜を得た取組がなされ成果を上げてい

ることは明らかである。たとえば、小学校において、我が国におけるコミュニ

ケーションの特徴や外国語活動の目的・目標をＡＬＴにも丁寧かつ詳細に説明

し、児童の実態など共通理解のもとで教育実践を行っていけるように、国際化

の進展に対応した取組を充実かつ深化していく必要がある。 

「主要施策６ 信頼される教職員の確保と研修の充実」では、教員採用試験

について、民間企業人等の多様な面接員による人物評価が加えられるなど工

夫・改善がなされている。このような適切な評価は透明性だけでなく、ポテン

シャルの高い人材の確保にもつながるので、採用試験の改善・充実については
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引き続き取組を推進していく必要がある。また、「大学等と連携した教員養成

の充実」が新たに加えられたが、さまざまな組織・機関と連携して教員養成に

関与することは、適切かつ安定的な人材確保につながることになるので、今後、

成果を詳細に検証し、取組を点検しながら進めていく必要がある。 

「主要施策９ 地域に開かれた学校づくりの推進」では、家庭や地域が今や

学校の運営に大きな影響を与えるようになった状況に鑑み、学校の教育活動や

学校運営に関して、学校運営協議会が主体的なかかわりを構築できるように引

き続き情報提供していく必要がある。また、学校評価に関しても適宜情報提供

を行い、学校評価が学校支援と密に関連するように、各方面の動向を踏まえ、

県教育委員会としての立場を明確にしながらサポートを充実させていく必要が

ある。 

 

４ 教育施策に関する指標の達成状況について 

ア 指標に対して 

昨年度より２項目増えた 31 にも及ぶ指標の設定は、個々の達成状況を数量的

に表すことが可能になり成果の可視化がより進展した。各施策に取り組む側に

とっても、その達成状況を巨視的に概観し総体的に把握することができるなど

効果的であると思う。それぞれの施策の内容に応じて目標に達成する年度を可

変するなど、ほとんどが合理的かつ妥当な目標値となっている。 

イ 指標の達成状況及び評価方法等に対して 

時系列的に概観すると、ほとんどの指標について「右肩上がり」を示してお

り、成果が視覚的に捉えられる。指標の選定についてはほぼ妥当なものである

が、毎年度の目標値が 100％とされている「安全に関する指導」については、高

水準を維持している小学校及び高等学校に対して、中学校では 50％程度で推移

している。この数値は、安全教室を実施している学校の割合であり、たとえば、

安全教室を実施していない中学校において、必ずしも安全に関する指導が不十

分であるというわけではない。安全に関する指導の実態把握を定量的に行うと

するならば、交通安全教室実施率に代わる適切な指標も存在するのではないだ

ろうか。「情報モラルに関する指導」では、「情報モラルに関する指導を実施

した学校の割合」を指標としていることが参考になるであろう。このように、

施策達成状況が適切に把握できる指標の選定とその改善に常に努める必要があ

る。 
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○ 学識経験者意見 ２ 

 

九州共立大学 教授 古市 勝也 

  

１ 点検・評価制度について 

（１）教育委員会の施策等の点検評価制度（平成 20 年４月施行）の意義について 

   県教育委員会は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 27 条に基づ

き、５年継続で点検・評価に取り組んできている。その結果を議会に提出する

とともに公表することは、県民への説明責任を果たす上で大いに意義がある。 

（２）県教育委員会が実施する点検・評価の手法について 

ア 「教育委員会の活動状況に関する評価」、「教育施策の推進状況に関する評

価」及び「教育施策に関する指標の達成状況に関する評価」の３項目から成り

立っている点については、昨年度に引き続き３項目からの評価は、県民に分か

りやすく適切である。 

イ 従来の文章表現による具体的な課題指摘型の点検・評価方式に加えて、昨年

度に引き続き４段階の基準によって指標の達成状況の評価を行っていることに

ついては、県民に対して分かりやすく説明責任の徹底を図るための手法として

適切である。 

 ウ 「教育施策の推進状況に関する評価」の対象として【施策の基本的なねら

い】に即した取組・事業及び教育庁の所掌事務全般としていることについては、

５つの「教育の基本目標」を定め、それを具現化するため６つの柱を掲げ、教

育施策を推進している。さらにそれを踏まえて、各「施策の基本的なねらい」

に即してその取り組み状況や評価･課題が分かりやすく説明されており、県民へ

の説明責任を果たす上で有意義である。 

 

２ 教育委員会の活動状況について 

（１）県民の視点に立った議論の必要性について 

教育委員会の会議が、年間総計 39 回開催され、議決 42 件、協議事項 22 件、

報告事項 22 件の審議等がなされている。開催実績も全国平均の 28.4 回をはる

かに上回り、教育行政に関する重要事項等が適時適切かつ慎重に審議されてお

り評価できる。特に、臨時会を積極的に開催しての活発な議論、議題提案、事

務局に対する改善点や要望等を明確に示しており、今後の発展が期待される。 

（２）委員協議会（勉強会）等による情報収集の必要性について 

 急激に変化する時代の中で教育委員会として責任ある意思決定を下すには委

員の勉強会は不可欠である。本年度も、委員協議会（勉強会）を年間 18 回実施

しており評価できる。今後も、県民の視点に立った責任ある決断を下すため、

情報収集等はさらに必要である。 

（３）教育現場の実態把握及び教育関係者との情報交換の必要性について 

   県民に対して説明責任を果たし、理解される教育委員会にするには、教育現
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場の実態を把握するとともに、一方では委員活動状況を知ってもらい、委員の

役割と責任及びその存在意義を理解してもらうことが必要である。今年度は、

移動教育委員会（委員協議会）２回実施や、学校創立記念行事、卒業式等年間

21 回出席しており、教育現場の現況と課題を的確に把握し、県内各地の教育関

係者と意見交換等をする有意義な機会になっている。 

（４）教育委員会による情報発信の必要性について 

 既に、県のホームページ、県発行の広報誌による情報発信は高く評価できる。

今後も、教育委員会による情報発信は、県民と教育委員会をつなぐ取組みとし

て期待される。 

 

３ 教育施策の推進状況について 

（１）｢平成 23 年度福岡県の教育施策｣の５つの基本目標及び６つの柱に対する意見 

我が国の「教育基本法」の「教育の目的及び理念」等を踏まえたものになっ

ている。また、「福岡県青少年アンビシャス運動」や「教育力向上福岡県民運

動」等にもつながる基本目標と柱になっており、福岡県の教育目標として適切

である。 

（２）主要施策の推進状況に対する意見について 

ア 【施策の主な取組状況】について 

   「柱１ 確かな学力をはぐくみ、個性や能力を伸ばす学校教育の充実」の

「主要施策９ 地域に開かれた学校づくりの推進」では、家庭や地域との連

携・協力により、地域に開かれた学校づくりが推進されていることを評価した

い。まず、学校運営の改善を図る学校評価の実施率が、小・中学校・高校とも

に 100％に達している。次に、保護者や住民の意向を学校運営に反映させるため

の学校評議員制度の実施率は、小学校 88.9％、中学校 88.2％、高校 100％にな

っており、高校の努力が注目される。さらに、学校運営協議会（コミュニティ･

スクール）の指定校が昨年の 40 校から 60 校に増加していることは評価される。

「県立学校体育施設開放事業」では、利用人数が約１万６千人増加しており健

闘が見られるが開放実施校に変化がなく、今後、学校体育施設の開放実施校の

増加が望まれる。 

   「柱２ 豊かな人間性や志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進」

の、「主要施策２ 自立心をはぐくむ体験活動の充実」では、「県立学校集団

宿泊体験事業（克己心育成のための宿泊体験）」は、全県立高等学校等の１年

生を対象に実施されている。規範意識の醸成、協調・奉仕の精神を養う有意義

な事業であり関係者の努力を評価したい。今後は、参加者の拡大に期待したい。

「通学合宿推進事業」は 113 地区が実施している。昨年は 100 地区であり、さ

らなる普及が望まれる。通学合宿の発祥の地である福岡県は全国モデルとして、

事業の拡充にさらに期待したい。 

「主要施策７ 学校・家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実」では、

「“新”家庭教育宣言事業」を PTA が中心になって、小・中学校 557（昨年

367）校で実施されている。実施校の増加については関係者の努力を評価したい。
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今後、全ての学校での取組みが期待される。 

   「柱３ 生涯学習社会の実現をめざす社会教育の推進」では、「主要施策１ 

関係機関、団体との連携・協力体制の充実」では、民間の学習グループやボラ

ンティア団体、NPO との連携による「生涯学習実践研究交流会」が、行政と民間

学習団体との連携事業の全国モデル「福岡方式」として注目されている。今後

の社会教育行政は「公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その

発展に寄与する」地域の学習・ボランティア団体を育成し、自主活動へと導き、

さらに地域貢献団体への発展を支援することが求められる。さらに、既存団体

や新しい NPO 団体等による連携ネットワークの構築･促進に期待したい。 

   「柱５ いきいきとしたスポーツライフの創造」の「主要施策１ 子どもた

ちの体力向上の推進」では、既に「ふくおか体力アップ推進事業」等を実施し

ており、運動･スポーツに対する関心と動機付け、習慣化を推進した子どもの体

力向上への取組みが求められる。「主要施策２ 子どもたちの体育・スポーツ

活動を豊かにする体制づくり」では、スポーツ活動を支える人材の確保･活用や

トップレベルのスポーツ選手に触れる機会の確保・拡充が図られている。また、

中学校における武道の必修化に伴い、地域の武道師範を中学校 76 校に派遣して

おり、外部のトップレベルの指導者の活用等は、地域スポーツ人材の活用施策

として評価される。「主要施策３ トップアスリートの育成等による県民のス

ポーツ活動の活性化」では、優れた指導者を養成するため、国内トップレベル

の講師を迎え研修会を実施している。また、指導力を向上させた指導者を競技

団体等へ派遣して競技力向上を図っている。さらに、トップアスリートを育成

するため、小・中学生などジュニアの時期から一貫指導体制の下に推進されて

いる。これらの施策は、福岡県のスポーツ界の連携・協働による「好循環」の

創出として注目されている。 

 

４ 教育施策に関する指標の達成状況について 

（１）指標に対する意見 

目標値を定め、目標達成度を４段階にしたのは県民にも分かりやすい。 

（２）指標の達成状況及び評価方法等に対する意見 

   「通学合宿の実施｣については、目標値校区数に対して実施校区数が年度ごと

に示されており分かりやすい。今後は、参加者人数も示されると取組みへの充

実度が理解しやすい。 

   「家庭の教育力の向上」で、「新家庭教育宣言」を実施した小・中学校の割

合を％で示しており分かりやすい。さらに、母数になる小・中学校の数が示さ

れると県民の理解度が増すと思われる｡ 

 「学習情報提供の充実」（「ふくおか社会教育ネットワーク」ホームページ

への訪問件数）、「県立社会教育施設の利用促進」、「県立図書館の利用促  

進」、「青少年科学館の利用促進」等では、達成状況等分かりやすく利用者数

等を通して県民への貢献度が理解できる。 
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○ 学識経験者意見 ３ 

九州大学 教授 村上 裕章 

 

１ 点検・評価制度について 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律 27 条に基づく点検・評価の制度は、

教育委員会の責任体制を明確化することを目的として、同委員会がその権限に属

する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その結果に関する報

告書を議会に提出するとともに、公表するものである。本年度は第５回の点検・

評価となるが、後述するように、昨年度から形式・内容面で大きな改善が行わ

れ、いっそう充実した内容となっている。 

 評価方法については、従来と同様、点数評価ではなく、文章表現により具体的

な課題を指摘する形式がとられている。このような手法は、表面的な評価にとど

まらず、内容面について立ち入った実質的評価を行うのに適している。もっと

も、この方式には、客観的な評価が難しくなるという短所もある。しかし、具体

的な統計や全国との比較などのデータが示されるとともに、昨年度からは、新た

な項目として、数値目標に対する達成率を明示した「教育施策に関する指標の達

成状況」が掲載されており、上記のような短所がカバーされている。 

 

２ 教育委員会の活動状況について 

 平成 22 年度までと同様、定例会のほか、臨時会や委員協議会（勉強会）等を頻

繁に開催しており、全国的に見ても活発な活動がなされている。移動教育委員会

や学校訪問も積極的になされている。もっとも、傍聴者の数が前年度から大きく

減少している点は気がかりであり、広報活動等により改善することが期待され

る。今後も、学校現場との対話を一層活発化し、現状と課題を的確に把握するこ

とにより、県民の視点から県の教育行政を積極的に牽引していくことが望まれ

る。 

 現代行政における情報公開の重要性については、今更強調するまでもない。こ

の点については、教育委員会のホームページにおいて活動内容がかなり詳細に公

表されている。特に、議事録に各委員の氏名入りで発言内容が掲載されている点

は高く評価することができる（議事録に傍聴者数を記載することも考慮に値する

であろう）。平成 22 年度からは、過去の教育委員会の開催内容や移動教育委員会

などの活動状況等も掲載されている。教育委員会のポータルサイトから直接これ

らの情報にアクセスできるようにしたり、委員協議会（勉強会）の成果を公表し

たり、議事録のアップを迅速化するなど、情報発信のさらなる充実を期待した

い。 

 

３ 教育施策の推進状況について 

  内容が多岐にわたるので、大学教員及び行政法の研究者としての立場から、以

下では、全体的な感想のほか、特に６つの柱のうち柱１（確かな学力をはぐく
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み、個性や能力を伸ばす学校教育の充実）について、意見を述べることにした

い。 

（１）記載のスタイルについて 

   昨年度から、具体的なデータが示されていることに加え、各柱について冒頭

で概要説明を加えたり、わかりにくい用語に注を付すなど、読みやすくする工

夫がなされており、いずれも高く評価できる。各柱の概要については、主要施

策との対応関係を明示するなどすると、さらにわかりやすいものとなるのでは

ないかと考える。 

（２）基本目標と６つの柱について 

 基本目標と６つの柱は昨年度と同じ内容である。個人的な意見としては、基

本目標に揚げられている事項のうち、「国際性豊かな県民を育成する」点につ

いて、柱または主要施策のレベルでも取り上げるとともに、施策の上でもより

重視すべきではないかと考える。 

（３）柱１(確かな学力をはぐくみ、個性や能力を伸ばす学校教育の充実）について 

   「確かな学力の向上のための取組の推進」については、一般に学生・生徒の

学力低下が指摘されており、大学の教員としても日頃実感しているところであ

る。本県の場合、平成 19 年度の調査によって、生徒の学力が全国平均を下回る

ことが明らかになっており、最優先で取り組むべき課題の一つである。この点

については、「福岡県学力向上新戦略」に基づき、平成 20 年から「ふくおか学

力アップ推進事業」などが実施されている。平成 23 年度においては、東日本大

震災の影響で全国調査が実施されなかったため、現時点での状況は把握できな

かったが、今後も重点的に施策を展開していただきたい。 

   「個性や能力を伸ばす教育の充実」については、「外国大学進学支援事業」

が引き続き行われており、アンビシャス外国留学奨学金の支給内定を受けた者

を含む４名の外国大学進学が決定している。また、平成 23 年度からは、新たな

取り組みとして、高校生の海外留学を支援する事業も実施されている。今や国

際コミュニケーション能力は社会人に必須のものとなっており、国際性の早期

涵養に関する政策の一層の拡充が望まれる。小中学校の連携強化による一貫性

のある教育に取り組む学校も大幅に増加しており、この点も高く評価できる

が、やや地域的な偏りがある点が気になるところである。県立中高一貫教育校

については、これまで３回の卒業生を送り出し、入学志願倍率も依然高いとの

ことであり、これまでの成果を検証しつつ、一層の充実を図ることが期待され

る。 

   「未来を拓くキャリア教育の充実」について、本県においては、「青少年ア

ンビシャス運動」やインターンシップが積極的に行われてきたが、本年度もこ

れを継続・強化するとともに、「実践事例集」を県内の全中学校に配付して活

用している。厳しい雇用情勢にもかかわらず、94.4％の就職率を維持している

とのことであり、従来の施策が功を奏しているとも考えられる。 

   「社会の変化に対応する教育の充実」として、国際化と情報化への対応が挙

げられている。前者については、平成 23 年度において、外国語活動の円滑な実
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施のための現職教員研修の実施、重点課題研究指定・委嘱校における外国語活

動の推進、外国語教育における小中学校の円滑な接続のための研究開発学校指

定などが行われている。情報化への対応については、近年大きな課題となって

いる情報モラルについて、指導を行った学校がほぼ 100％に達している。学校に

おけるＩＣＴ環境の整備状況については、全国平均を上回っているが、前年度

から低下している項目もある。また、教員のＩＣＴ活用指導力については、前

年度に比べると向上しているが、なお全国平均を下回っており、一層の努力が

期待される。 

   「自立や社会参加に向けた特別支援教育の改善・充実」については、「発達

障害児等教育継続支援事業」の実施状況、特別支援教育体制の整備状況、特別

支援学級や通級指導教室の数など、前年度と比べると進展が見られる。また、

平成 24 年度に太宰府特別支援学校が開校し、平成 27 年度には直方特別支援学

校（仮称）の開校が予定されているとのことである。他方で、就職率が昨年か

らやや低下している。厳しい雇用情勢の中、就職率の向上が容易ではないこと

は十分理解できるが、引き続き改善に向けた努力が期待される。 

   「信頼される教職員の確保と研修の充実」については、教員採用試験の透明

化がさらに進められ、各試験の主な評価の観点が公表されるようになった。か

ねてから指摘されている教員の多忙についても、学校事務の共同化がさらに進

んでいるということであり、それによる状況の改善が期待される。 

   「安心して学べる学校づくりの推進」については、まず学校施設の耐震化が

重要である。平成 22 年度に比べると耐震化率がかなり向上しているが、生徒・

児童の生命・身体に関わる問題であるから、できるだけ迅速な完了を期待した

い。また、最近は自転車による事故が増加しているが、二輪車安全教室を含む

交通安全教室の実施率は頭打ちとなっており、評価書でも指摘されている通

り、特に中学校における実施率が低い。早急に改善することが望まれる。 

   「地域に開かれた学校づくりの推進」として、学校の自己評価、学校関係者

評価、第三者評価、学校評議員制度などが実施され、おおむね前年度と比べて

実施率が向上している。学校運営協議会の指定校も大きく増加している。いず

れも地域社会との連携を強める上で有効な施策であり、その成果を検証しつ

つ、また、学校関係者の過度の負担とならないよう配慮しながら、実効的かつ

効率的な運営を図ることが期待される。 

 

４ 教育施策に関する指標の達成状況について 

昨年度から、「教育施策に関する指標の達成状況」として、それぞれの柱に関

する具体的な数値目標と、経年的な達成状況がグラフ等で示されている。教育施

策の実態を視覚的にわかりやすく示す試みであり、大いに評価できる。巻末にま

とめることで一覧性が確保されているが、本文（「教育施策の推進状況につい

て」の部分）に掲載することも考慮に値しよう。 
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○ 資料等 

 

関係法令 

 

◎ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

(事務の委任等) 

第二十六条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、

その権限に属する事務の一部を教育長に委任し、又は教育長をして

臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任する

ことができない。 

一 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

二 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃

に関すること。 

三 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃

止に関すること。 

四 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機

関の職員の任免その他の人事に関すること。 

五 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

六 第二十九条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、第一項の規定により委任された事務その他その権限に

属する事務の一部を事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属す

る学校その他の教育機関の職員(以下この項及び次条第一項におい

て「事務局職員等」という。)に委任し、又は事務局職員等をして

臨時に代理させることができる。 

 

((((教育教育教育教育にににに関関関関するするするする事務事務事務事務のののの管理及管理及管理及管理及びびびび執行執行執行執行のののの状況状況状況状況のののの点検及点検及点検及点検及びびびび評価等評価等評価等評価等))))    

第二十七条第二十七条第二十七条第二十七条    教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会はははは、、、、毎年毎年毎年毎年、、、、そのそのそのその権限権限権限権限にににに属属属属するするするする事務事務事務事務((((前条第一前条第一前条第一前条第一

項項項項のののの規定規定規定規定によりによりによりにより教育長教育長教育長教育長にににに委任委任委任委任されたされたされたされた事務事務事務事務そのそのそのその他教育長他教育長他教育長他教育長のののの権限権限権限権限にににに属属属属すすすす

るるるる事務事務事務事務((((同条第三項同条第三項同条第三項同条第三項のののの規定規定規定規定によりによりによりにより事務局職員等事務局職員等事務局職員等事務局職員等にににに委任委任委任委任されたされたされたされた事務事務事務事務をををを

含含含含むむむむ。。。。))))をををを含含含含むむむむ。。。。))))のののの管理及管理及管理及管理及びびびび執行執行執行執行のののの状況状況状況状況についてについてについてについて点検及点検及点検及点検及びびびび評価評価評価評価をををを行行行行

いいいい、、、、そのそのそのその結果結果結果結果にににに関関関関するするするする報告書報告書報告書報告書をををを作成作成作成作成しししし、、、、これをこれをこれをこれを議会議会議会議会にににに提出提出提出提出するととするととするととするとと

もにもにもにもに、、、、公表公表公表公表しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。    

２２２２    教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会はははは、、、、前項前項前項前項のののの点検及点検及点検及点検及びびびび評価評価評価評価をををを行行行行うにうにうにうに当当当当たつてはたつてはたつてはたつては、、、、教育教育教育教育にににに

関関関関しししし学識経験学識経験学識経験学識経験をををを有有有有するするするする者者者者のののの知見知見知見知見のののの活用活用活用活用をををを図図図図るものとするるものとするるものとするるものとする。。。。
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◎ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律に

ついて（通知）（抜粋） （１９文科初第５３５号 平成１９年７月３１日 文部科学

事務次官通知） 

 

第一 改正法の概要 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

（３）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

    教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作

成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことと

したこと。点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図ることとしたこと。（法第２７

条） 

 

第二 留意事項 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

（３）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

  ①今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行政の推進に資

するとともに、住民への説明責任を果たしていく趣旨から行うもの

であること。 

  ②現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及

び執行の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に

報告するなどの取組を行っている場合には、その手法を活用しつつ、

適切に対応すること。 

  ③点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の

活用を図ることについては、点検及び評価の客観性を確保するため

のものであることを踏まえ、例えば、点検及び評価の方法や結果に

ついて学識経験者から意見を聴取する機会を設けるなど、各教育委

員会の判断で適切に対応すること。
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平成２３年度「福岡県の教育施策」における評価対象一覧 
 

１ 確かな学力をはぐくみ、個性や能力を伸ばす学校教育の充実 

（１）確かな学力の向上のための取組の推進・・・・・・・・・・高校教育課、義務教育課 

○ ふくおか学力アップ推進事業の実施（重点） 

○ ふくおか理数教育推進事業の実施（重点） 

○ 学校教育への指導助言 

（２）個性や能力を伸ばす教育の充実・・・・・・・企画調整課、高校教育課、義務教育課 

  ○ 志と得意技を身に付けるための高校生学ぶ意欲向上事業の実施（重点） 

  ○ ふくおか理数教育推進事業の実施（再掲）（重点） 

  ○ 世界に挑む人材育成事業の実施（重点） 

  ○ 小・中学校統合支援事業の実施（重点） 

（３）未来を拓くキャリア教育の充実・・・・・・・・・・・・・高校教育課、義務教育課 

  ○ 未来を切り拓く人材育成事業の実施（重点） 

  ○ 県立工業高校産業人材育成事業の実施（重点） 

  ○ 志と得意技を身に付けるための高校生学ぶ意欲向上事業の実施（再掲）（重点） 

  ○ 高校や大学等への進学推進 

（４）社会の変化に対応する教育の充実・・・・・・・・・・・・高校教育課、義務教育課 

○ 世界に挑む人材育成事業の実施（再掲）（重点） 

○ 未来を切り拓く人材育成事業の実施（再掲）（重点） 

○ 新しいニーズに即応した研究の推進 

（５）自立や社会参加に向けた特別支援教育の改善・充実・・・・・・・・・・義務教育課 

○ 特別支援学校職業教育支援事業の実施（重点） 

○ 特別支援学校医療的ケア体制整備事業の実施（重点） 

○ 発達障害児等教育継続支援事業の実施（重点） 

（６）信頼される教職員の確保と研修の充実・・・・・・・・・・・・・総務課、教職員課、 

高校教育課、義務教育課 

  ○ 教職員の人事管理 

（７）安心して学べる学校づくりの推進・・・・・・・・施設課、高校教育課、義務教育課、 

 体育スポーツ健康課 

  ○ 子どもの命を守る学校安全体制整備事業の推進（重点） 

  ○ 学校施設の整備 

  ○ 奨学金事業 

（８）県立高等学校改革の推進・・・・・・・・・・・・・・・・企画調整課、高校教育課 

（９）地域に開かれた学校づくりの推進・・・・・・・・・・・・社会教育課、高校教育課、 

義務教育課、体育スポーツ健康課 

 

２ 豊かな人間性や志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 

（１） 道徳性を養う心の教育の充実・・・・・・・・・・・・・高校教育課、義務教育課 

（２） 自立心をはぐくむ体験活動の充実・・・・・・・・・・・社会教育課、高校教育課 

義務教育課 

○ 教育力向上福岡県民運動推進事業における通学合宿の実施（重点） 

○ 県立学校集団宿泊体験事業の実施（重点） 
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（３）健やかな心身をはぐくむ健康教育の充実・・・・・・・・・・・体育スポーツ健康課 

（４）生きる力の基礎を育てる就学前教育の振興・・・・・・・・社会教育課、義務教育課 

（５）家庭・地域・学校における読書活動の推進・・・・・・・・社会教育課、高校教育課 

義務教育課 

  ○ 小学生読書リーダー活動推進事業の実施（重点） 

（６）いじめ・不登校問題等の解決に向けた体制の充実・・・・・・・・・・・高校教育課 

義務教育課 

○ 児童生徒の規範教育推進事業の実施（重点） 

○ いじめ・不登校総合対策事業の実施（重点） 

○ 高等学校不登校対策事業の実施（重点） 

（７）学校・家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実・・・・企画調整課、社会教育課 

○ 教育力向上福岡県民運動推進事業の実施（重点） 

○ 規則正しい生活習慣づくり推進事業の実施（重点） 

 

３ 生涯学習社会の実現をめざす社会教育の推進 

（１）関係機関、団体との連携・協力体制の充実・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

  ○ 社会教育活動（ＰＴＡ・子ども会等）の振興 

（２）学習情報の提供及び学習相談の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

（３）学習機会の提供及び学習成果の活用促進・・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

（４）社会教育施設の機能充実・利用促進・・・・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

 

４ 特色ある県民文化の創造 

（１）子どもの文化芸術活動の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

（２）県立美術館の機能充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

（３）文化財に対する理解促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・文化財保護課 

（４）伝統文化や文化遺産の保存・継承・活用・・・・・・・・・・・・・・文化財保護課 

 

５ いきいきとしたスポーツライフの創造 

（１）子どもたちの体力向上の推進・・・・・・・・・・・・・・・・体育スポーツ健康課 

  ○ ふくおか体力アップ推進事業の実施（重点） 

（２）子どもたちの体育・スポーツ活動を豊かにする体制づくり・・・体育スポーツ健康課 

  ○ 武道教育等充実事業の実施（重点） 

（３）トップアスリートの育成等による県民のスポーツ活動の活性化・体育スポーツ健康課 

  ○ 世界に羽ばたく中高生スポーツ選手育成事業の実施（重点） 

 

６ 人権尊重精神を育成する教育の推進 

（１） 学校教育における人権教育の推進・支援・・・・・・・・高校教育課、義務教育課 

人権・同和教育課 

  ○ 人権尊重の学校づくり推進指定校事業の推進（重点） 

（２）社会教育における人権教育の推進・支援・・・・・・・・・・・・人権・同和教育課 

 

注１）（重点）とは、「平成２３年度福岡県の教育施策」に掲げる重点事業をいう。 

注２）      は、平成２３年度の主な取組・事業以外の教育庁の重要な所掌事務
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福岡県内学校数等一覧 
平成23年５月１日現在 

学 校 数 児童・生徒数 本務教員数 

学校種別 設置者 
計 

本

校 

分

校 

学級数 
計 男 女 計 男 女 

職  

員 

数 

計   494 493 1 2,966 65,464 33,241 32,223 4,660 365 4,295 827 

国   1 1  3 74 36 38 5 1 4 1 

公   62 62  195 3,962 1,999 1,963 306 20 286 20 

幼稚園 

私   431 430 1 2,768 61,428 31,206 30,222 4,349 344 4,005 806 

計   768 760 8 10,587 278,306 142,494 135,812 15,936 5,533 10,403 3,362 

国   3 3  43 1,476 740 736 62 46 16 31 

公   757 749 8 10,457 274,264 140,772 133,492 15,732 5,440 10,292 3,283 

小学校 

私   8 8   87 2,566 982 1,584 142 47 95 48 

計   376 373 3 4,687 143,705 73,209 70,496 9,679 5,413 4,266 1,271 

国   3 3  30 1,094 547 547 55 34 21  

 小計 345 342 3 4,433 135,345 69,436 65,909 9,162 5,105 4,057 1,189 

公 県 2 2  18 691 298 393 36 21 15 6 

 
市町村

組合 
343 340 3 4,415 134,654 69,138 65,516 9,126 5,084 4,042 1,183 

中学校 

私   28 28  224 7,266 3,226 4,040 462 274 188 82 

計  161 161  1,995 128,601 64,395 64,206 8,169 5,598 2,571 1,836 

 小計 102 102  1,995 77,046 38,149 38,897 5,272 3,566 1,706 1,237 

公 県 92 92  1,803 69,715 35,674 34,041 4,710 3,190 1,520 1,138 

 
市町 

組合 
10 10  192 7,331 2,475 4,856 562 376 186 99 

全 

日 

制 

私  59 59   51,555 26,246 25,309 2,897 2,032 865 599 

計  23 21 2 180 3,725 1,766 1,959 346 244 102 65 

県  21 21  169 3,557 1,702 1,855 322 230 92 61 

定 

時 

制 
市町  2  2 11 168 64 104 24 14 10 4 

計  5 5   4,440 2,317 2,123 57 38 19 13 

県  1 1   1,699 818 881 31 20 11 6 

通 

信 

制 
私  4 4   2,741 1,499 1,242 26 18 8 7 

計  10 10    812 145 667     

県  2 2   77 60 17      

高等 

学校 

専 

攻 

科 
私  8 8   735 85 650      

計  2 2   20 678 308 370 55 39 16 12 

県   1 1   18 660 303 357 48 35 13 11 中等教育学校 

私  1 1  2 18 5 13 7 4 3 1 

計   39 39  1,207 4,964 3,171 1,793 2,712 1,110 1,602 539 

県   20 20  541 2,348 1,479 869 1,260 587 673 339 特別支援学校 

市   19 19  666 2,616 1,692 924 1,452 523 929 200 
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問い合わせ先：福岡県教育庁教育企画部企画調整課 

電話 092-643-3880（企画調整班） 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/ 


